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区　　　　分 平　成　12 年　度 平　成　13 年　度 比　較　増　△　減　額 増 減 率
区　　　　分 平　成　13 年　度 平　成　14 年　度 比　較　増　△　減　額 増 減 率








国 の 一 般 会 計 ８２兆６,５２４億円 ８１兆２,３００億円 △ １兆４,２２４億円 △ １.７％
国 　 債 　 費 １７兆１,７０５億円 １６兆６,７１２億円 △ ４,９９３億円 △ ２.９％
地方交付税等 １６兆８,２３０億円 １７兆０,１１６億円 １,８８６億円 １.１％
一　般　歳　出 ４８兆６,５８９億円 ４７兆５,４７２億円 △ １兆１,１１７億円 △ ２.３％
文部科学省一般会計 ６兆５,７８４億円 ６兆５,７９８億円 １４億円 ０.０２％
（うち特会繰入 １兆５,７２７億円 １兆５,４５３億円 △ ２７４億円 △ １.７％）
国立学校特別会計 ２兆７,４２８億円 ２兆７,８２９億円 ４０１億円 １.５％
人 　 件 　 費 １兆４,８８４億円 １兆４,６９５億円 △ １８９億円 △ １.３％










国立学校特別会計 ２兆７,０２８億円 ２兆７,４２８億円 ４００億円 １.５％
（うち物件費 １兆２,２９２億円 １兆２,５４４億円 ２５２億円 ２.１％）
平成14年度　予算案の概要
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衛 生 技 術 学 科 固定化酵素と化学発光法の臨床化学分析への応用に関する研究と無機物の酵素的分析法の開発に関する研究



















































































































































































































































































































５．入 場 無 料（申込不要）
６．問い合わせ先
経済研究所庶務掛　TEL 753－7102
詳細は，ホームページをご覧ください。
http://www.kier.kyoto-u.ac.jp/
新年おめでとうございます。１月号の編集部会で話題をさらったのは，随想の「院生残酷物語」でし
た。貧しい敗戦後の京大生が，今なら公費でふんだんに買える器具類を，身銭を切って購入し，惜しみ
ながら使う話はショッキングでしたが，もっと強く胸を打たれたのは，自前で買い求めた実験器具を一
つずつ思い出しては反芻する個所でした。この行間からは，自分の青春の多くを犠牲にして，刻苦勉励
したかつての青年の，胸に迫る万感の思いが，まるで物狂いのように取り付いて，密かに姿を現わして
いるのです。
もう一つショックを受けたのは，当時の先生と学生の関係でした。師の指導もなく，すべてを任され，
院生ネットワークと友愛に支えられて，課題に取り組むかつての京大生の姿。自由放任と独立不羈が京
大の伝統であり，恩師を凌駕するのをよしとするのが京大の美風であったとしても，この師弟間の
dialecticのなさには強く胸を突かれました。しかし誤解しないで下さい。ここで言われている dialectic
というのは，最近流行の懇切丁寧な院生指導とは全くの別物なのですよ。最後に，文中の「もって瞑す
べし」とは，もう恨みを忘れて，成仏してもよいほど満足だという意味ですが，現代の京大生は，この
ような思いを抱けるほど，恩師から tormentを受けているのでしょうかね。 （齊藤記）
編 後 記集
